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９月定例会

　９月22日、第52回オホーツクマラソン大会が開かれ、
469人が参加しました。
　競技は、ハーフ、10㎞、５㎞、３㎞の４距離。遠くは福
岡県や鳥取県など道外から43人の参加者数は過去最高に。
ハーフと10㎞完走者には新巻鮭などが贈呈され、参加者は
心地よい汗を流しました。

爽やかな秋風の中、健脚を競う
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審議内容を報告します

〈
漁　
業
〉

　
秋
サ
ケ
漁
は
、
９
月
９

日
の
初
水
揚
げ
で
は
10
・

４
㌧
の
３
６
１
５
尾
を
水

揚
げ
。
全
道
的
な
不
漁
か

ら
、
平
均
単
価
は
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
１
２
３
５
円
。

昨
年
の
１
・
６
倍
ほ
ど
高

い
単
価
だ
が
、
根
室
北
部

の
来
遊
予
想
は
前
年
よ
り

２
割
ほ
ど
減
少
す
る
厳
し

い
見
通
し
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。

　
ホ
タ
テ
漁
は
、
１
月
か

ら
８
月
ま
で
操
業
。
漁
獲

量
は
昨
年
同
期
の
１
・
５

倍
ほ
ど
の
２
６
７
２

㌧
。
計
画
量
の
８
割

ほ
ど
の
実
績
で
夏
操

業
を
終
漁
。
平
均
単

価
は
キ
ロ
当
た
り
３

３
９
円
（
前
年
１
２

３
円
高
値
）、
水
揚

金
額
は
９
億
６
９
４

万
円
（
前
年
同
期

２
・
３
倍
）
と
順
調

な
操
業
と
な
っ
た
。

行
政
報
告（
町
長
）

▽�

基
幹
産
業
の
状
況

　
〈
酪
農
業
〉

　
生
乳
生
産
量
は
２
年
間

続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

乳
の
生
産
抑
制
か
ら
の
脱

却
に
よ
り
、
４
月
か
ら
８

月
ま
で
の
生
産
量
は
対
前

年
比
１
０
４
・
７
％
、
累

計
で
４
７
１
３
１
㌧
（
前

年
比
較
２
１
３
２
㌧
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会

議
　
　
案

▽�

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
桜
木
団
地
公
営
住
宅
建

替
Ｂ
棟
建
設 

建
築
工
事

　
（
１
棟
４
戸
）

〈
契
約
方
法
〉

　
指
名
競
争
入
札

〈
契
約
金
額
〉

　
９
４
８
２
０
千
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　

�

丸
和
信
和
建
設
㈱

　

�

代
表
取
締
役 
田
村
正

範
▽�

令
和
６
年
度
標
津
町
簡

易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

　

�

消
費
税
額
確
定
に
伴
う

決
算
額
補
正

　
４
１
４
３
千
円

▽�

令
和
６
年
度
標
津
町
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
　

�

消
費
税
額
確
定
に
伴
う

決
算
額
補
正

　
８
０
９
千
円

同
　
　
意

▽�

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
　
笹
木
恵
都
子
氏（
川
北
）

  

任
期
／
令
和
６
年
11
月

１
日
～
令
和
10
年
10
月
31

日

条
例
制
定

▽�

標
津
町
体
育
施
設
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

　
町
が
直
営
で
管
理
運
営

し
て
い
た
体
育
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
を
可
能
と

す
る
た
め
、
同
条
例
等
の

一
部
を
改
正
。

▽�

標
津
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
被
保
険
者
証
と
を
一
体

化
し
、
従
来
の
被
保
険
者

証
の
廃
止
（
本
年
12
月
２

日
）
に
伴
い
、
被
保
険
者

証
の
返
還
に
応
じ
な
い
場

合
の
罰
則
規
定
を
削
除
。

９月12日に開かれた第３回定例会

令和６年令和６年
第2回臨時会第2回臨時会（7月17日）（7月17日）/第3回定例会/第3回定例会（9月12日）（9月12日）
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※【
用
語
解
説
】

決
算
審
査

▽�

決
算
審
査
特
別
委
員
会

設
置

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計

及
び
８
特
別
会
計
の
決
算

審
査
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
付
託

し
閉
会
中
に
審
査
す
る
。

期
限
は
11
月
30
日

〈
決
算
審
査
特
別
委
員
会
〉

委
員
長
／
山
㟢
陸
郎
議
員
、

副
委
員
長
／
西
山
易
男
議
員

　
審
査
日
程
は
、
10
月
21

日
～
24
日
。
傍
聴
可
。
日

程
は
進
捗
状
況
に
よ
り
変

更
と
な
る
場
合
あ
り
。

意
見
書

▽�

物
価
上
昇
に
見
合
う
老

齢
基
礎
年
金
等
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
意
見
書

〔
提
出
者
〕

　
数
間
景
子
議
員

　

�　
意
見
書
は
、
全
会
一

致
で
可
決
。
衆
・
参
議

院
議
長
、
関
係
各
大
臣

に
送
付
。

報
　
　
告

▽�

健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
報
告

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
、
令
和
５
年
度

決
算
に
係
る
同
比
率
の
報

告
。実
質
公
債
費
比
率（
※

用
語
解
説
参
照
）は
、８・

７
％
。
資
金
不
足
比
率
は
、

各
会
計
と
も
資
金
不
足
が

な
い
た
め
比
率
は
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率
…

町
の
標
準
財
政
規
模

に
占
め
る
借
金
返
済

額
を
示
す
比
率
。

　
18
％
を
超
え
る
と
、

起
債
（
借
金
）
の
際

に
知
事
の
許
可
が
必

要
と
な
り
、
25
％
を

超
え
る
と
早
期
健
全

化
を
求
め
ら
れ
る
団

体
と
な
る
。

（単位：千円）

一般会計の補正予算（主なもの）
事　　業　　名 金　額 内　　　容

文書広報費 811 広報しべつ作成業務の一部を印刷業者へ（紙面構成を）
委託することによる費用の追加

まち ・ひと ・しごと創生本部
活動費 7438

町のPR映画制作への補助、ふるさとチョイス感謝祭出
展経費、西南学院大学連携事業、その他シティプロモー
ション経費等の追加

地域資源を活用した官民連携
推進 2827

「試せる大地標津町」プロジェクトの一環としての地場
産品を加工したジェラード（イタリア語で「凍ったお菓
子」）開発、実証実験受入、プロモーション活動等に係
る経費の追加

価格高騰緊急支援給付金
（調整給付） 3038 給付対象者数の確定に伴う給付費及び事務費の追加。全

額国の補助

低所得者支援特別定額給付金
（非課税等） 2500 給付対象者数の確定に伴う給付金の追加。10万円／１

世帯。全額国の補助

児童遊園地管理費 258 老朽化した若草「なかよし公園」木柵の撤去費用

一般廃棄物収集運搬等経費 3652 令和７年度改定予定のゴミ袋（可燃、不燃）、直接搬入
証紙等の作成経費

町内小学校校舎等補修整備費 655 標津小学校体育館の天井照明更新費用

中体連全道大会等出場経費助
成金 393 全道大会等への出場経費助成金不足による追加

（単位：千円）
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

吉　田　　　智　議員
　●決算時期を繰り上げて
　　　予算と決算を連動し
　　　【PDCAサイクル】の確立を！

西　山　易　男　議員
　●住民にやさしい役場庁舎を！

◆令和６年第３回定例会（９月12日）で２議員が一般質問をしました。
両議員の町長への質問項目とその内容を要約して掲載します。

▲西山議員は、住民の利便性を考慮し、役場
庁舎にエレベーターの設置を求めました。

【地方自治法】
〔第２条第14項〕
　地方公共団体は、その事務を処理するに
当たっては、住民の福祉の増進に努めると
ともに、最少の経費で最大の効果を挙げる
ようにしなければならない。

質問中の吉田議員

質問中の西山議員

５　頁

６　頁

【具体的な改善提案】
・改善の内容
・改善の主体
・改善時期
・�改善実施により期待される効果

【事務事業の上位体系】
・総合計画の体系
【事務事業の目的】
・目的（対象・意図）の明確化
・成果指標の設定
・目標値の設定
・実施内容の説明
・活動指標の設定

【数値による実績測定】
・事業費（直接事業費・
　　　　  人件費・間接費）
・活動指標
・単位あたりコスト
・成果指標

【事務事業の評価】
・妥当性（事業目的、対象などの検証）
・有効性（事業の成果の検証）
・効率性（事業費や単位あたりコスト
　　　　  の検証）
・総合評価（現状分析、今後の課題抽出）
【今後の方向性】

計画
Plan

改善
Action

事務事業評価：PDCAサイクル

計画
Plan

評価
Check

P

C

DA

執行
Do

次年度

参考資料
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吉田　　智 議員

問　
自
治
体
（
地
方
公
共

団
体
）
運
営
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
す
法
文
が
、
地
方

自
治
法
で
あ
る
。

　
そ
の
第
２
条
第
14
項
に

（
４
頁 

参
考
資
料 

参
照
）

『
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
』
を
…
と
あ
る
。

　
自
治
体
の
一
年
間
の
事

務
事
業
全
体
に
対
し
、『
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
』
を
も
た
ら
し
た
か
否

か
を
検
証
・
検
討
す
る
の

が
、
決
算
審
査
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
予

算
に
反
映
す
べ
き
『
改
善

要
項
』
が
洗
い
出
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
当
町

の
予
算
・
決
算
の
日
程
で

は
、
決
算
で
の
『
改
善
要

項
』
を
予
算
編
成
に
反
映

す
る
事
が
で
き
な
い
。

（  

図　
版   

参
照
）

　
決
算
時
期
を
９
月
に
繰

り
上
げ
て
、
予
算
と
決
算

を
連
動
さ
せ
事
務
事
業
の

【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
】

の
確
立
を
求
め
る
。

★�

幼
児
か
ら
高
校
生
迄
、
時
限
無
し
で
の
給
食
費
無
償
と
す
る
の
は
、
根
室
管
内
で
初
。

　
釧
路
管
内
で
は
、
白
糠
町
、
浜
中
町
、
弟
子
屈
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

決算時期を繰り上げ
　予算と決算を連動し
【ＰＤＣＡサイクル】の確率を！

令和６年度会計決算より実施したい

★
道
内
行
政
視
察
研
修
先
の
南
幌
町
（
８
頁
）
に
お
い
て
、
９
月
決
算
を
実
施
し
て
い
る

答  

ご
提
案
の
通
り
、
９

月
定
例
議
会
で
、
決
算
認

定
を
実
施
す
る
事
も
可
能

と
思
っ
て
お
り
、
実
際
、

監
査
委
員
の
決
算
審
査
を

８
月
下
旬
に
実
施
し
て
お

り
、
必
要
書
類
に
関
し
て

も
準
備
可
能
で
あ
る
。

　
議
会
側
と
町
側
で
の
日

程
調
整
が
前
提
と
な
る
が
、

９
月
中
に
決
算
審
査
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
決

算
審
査
を
行
う
事
が
で
き

れ
ば
、
審
議
の
記
憶
が
新

し
い
う
ち
に
、
政
策
協
議

と
予
算
編
成
に
着
手
で
き

る
。

　
来
年
度
の
令
和
６
年
度

会
計
決
算
よ
り
、
審
査
時

期
を
早
め
実
施
し
た
い
。

　
地
方
自
治
法
に
規
定
さ

れ
る
『
住
民
の
福
祉
の
増

進
』
と
『
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
』
が
得
ら
れ

る
様
、
時
期
を
早
め
た
決

算
審
議
に
よ
り
【
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
】
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

P

C

DA

答

問

4月

4月

4月

10月 3月

4月5月 8月 9月 10月 12月3月

標津町の予算・決算に係る日程 図版

〔Ｙ年度〕

PDCAサイクル

予算執行

予算・決算のPDCA

予
算

出
納
閉
鎖（
５
／
31
）

予算執行

決算審査

D

予算執行
D

D

C

予算編成 P

改善要項 A
P:Plan　D:Do　C:Check　A:Action

〔Ｙ＋１年度〕 〔Ｙ＋２年度〕

決算調整

予算編成

予算執行

決算審査 CHECK

DOACTION

改 善 要 項
（予算に反映）

PLAN

予算審議

第４回定例会にて
〔Y年度〕決算認定

〔Ｙ年度〕　：前年度
〔Ｙ＋１年度〕：本年度
〔Ｙ＋２年度〕：翌年度

▼：決算審査を９月に早め、第３回定例会（９月）に決算認定を
　　行うと〔Ｙ＋２年度〕の予算編成に改善要項を反映できる

★現在のスケジュールでは改善要項を

予算編成に反映できない！

〔Y年度〕

予
算

〔Y＋1年度〕

予
算

〔Y＋2年度〕

▲：現在は、10月中に決算審査を
行い、12月の第４回定例会にお
いて、『改善要項』を添えて〔Ｙ年
度〕の決算認定が行われている
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西山　易男 議員

問　
現
在
の
役
場
庁
舎
は

昭
和
53
年
築
の
46
年
経
過

し
て
い
る
建
物
で
あ
り
、

令
和
２
年
度
に
耐
震
改
修

工
事
が
な
さ
れ
建
物
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
先
も
長
年

に
わ
た
り
本
庁
舎
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現

在
の
当
町
の
高
齢
化
率
は

30
％
を
超
え
今
後
庁
舎
利

用
の
方
も
高
齢
の
方
が
多

問　
２
階
の
窓
口
を
１
階

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
良
い
こ
と
と
思
う
。
問

題
は
３
階
の
議
場
で
あ
る
。

次
の
議
員
選
挙
で
、
町
民

の
信
任
を
得
て
車
い
す
の

議
員
が
誕
生
し
た
際
に
、

こ
の
３
階
ま
で
介
助
者
を

な
し
に
議
場
に
入
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
つ
い
て
は
協

答  

庁
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー

　
タ
ー
設
置
に
関
し
て
は

庁
舎
耐
震
改
修
を
行
う
際

に
検
討
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
庁
舎
の
構
造
か
ら
内
部

に
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

ず
外
付
け
で
の
設
置
に
な

り
、
ま
た
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
庁
舎
正
面
玄
関

に
向
か
っ
て
左
側
に
な
り
、

答  

現
在
、
可
能
だ
と
す

れ
ば
椅
子
式
の
階
段
昇
降

機
設
置
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
よ
り
現
実
的
と
思
っ

て
お
り
、
椅
子
式
の
階
段

昇
降
機
設
置
で
今
後
検
討

し
て
い
く
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

検討される椅子式階段昇降機

く
な
っ
て
い
く
。

　
来
庁
時
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
未
設
置
と
い
う
こ
と
は

大
変
不
安
で
あ
る
。
２
階

の
住
民
窓
口
対
応
は
も
と

よ
り
３
階
議
場
へ
の
傍
聴

へ
の
配
慮
や
今
後
障
が
い

者
の
職
員
登
用
、
ま
た
現

在
働
い
て
い
る
職
員
が
不

慮
の
事
故
等
に
よ
り
身
体

が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
考
慮
す
る
と
建

物
の
構
造
上
の
問
題
は
あ

る
が
必
須
と
考
え
る
も
の

で
あ
る
。
本
庁
舎
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
問
う
。

南
側
階
段
の
外
側
に
し
か

設
置
で
き
な
い
こ
と
。
設

置
す
る
場
合
正
面
玄
関
の

ス
ロ
ー
プ
と
重
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
新
た
な
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
場
所
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
さ
ら
に
は
階
段
の

踊
り
場
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
乗
降
内
に
な
り
、
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
に

加
え
て
、
乗
降
口
す
ぐ
横

が
階
段
の
た
め
、
車
椅
子

利
用
者
に
は
十
分
注
意
し

て
利
用
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
等
の
課
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
設
置
費
用
も
当

時
約
４
０
０
０
万
円
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
経
費
が

現
在
は
６
０
０
０
万
円
を

超
え
る
と
試
算
を
し
て
い

る
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

現
庁
舎
へ
の
設
置
を
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
２

階
ま
で
階
段
で
上
が
る
こ

と
に
支
障
が
あ
る
場
合
に

は
２
階
の
職
員
が
１
階
ま

で
降
り
て
対
応
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
議
会
で
は

状
況
を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー

に
流
し
、
1
階
に
い
て
も

議
会
の
状
況
が
わ
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
現
在
町
で
は
庁

舎
２
階
窓
口
を
１
階
に
集

約
で
き
な
い
か
、
こ
れ
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

議
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と

だ
が
、
協
議
か
ら
年
数
も

経
っ
て
お
り
設
置
可
能
な

ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
と
思

う
。
こ
の
可
能
性
は
捨
て

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
に
や
さ
し
い

役
場
庁
舎
を
！

椅
子
式
の

階
段
昇
降
機
設
置

を
検
討
し
て
い
く

答 問
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８
月
27
日
、
第
４
回
議
会
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
・標

津
町
議
会
議
員
研
修
会
が
町
議
会
第
一
委
員
会
室
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
議
員
10
人
全
員
が
出
席
し
、
講
師
は
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
参
与
の
勢せ

籏は
た 

了り
ょ
う

三ぞ
う

氏
。
演
題
は
「
議
員
の
職
務

と
使
命
」。
そ
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

❶�

百
条
委
員
会
と

　
議
会
の
調
査
権

　
百
条
委
員
会
と
は
、
都

道
府
県
や
市
町
村
な
ど
地

方
自
治
の
事
務
に
関
し
て

疑
惑
や
不
祥
事
が
あ
っ
た

際
、
事
実
関
係
を
調
査
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法

１
０
０
条
に
基
づ
い
て
地

方
議
会
が
設
置
す
る
特
別

委
員
会
。　

　
最
近
の
事
案
で
は
、
兵

庫
県
議
会
（
本
年
６
月
）

が
、
道
内
で
は
美
幌
町
議

会
（
平
成
24
年
）
、
池
田

町
議
会
が
百
条
委
員
会
を

設
置
。

　
長
の
不
信
任
議
決
（
同

法
１
７
８
条
）
「
議
会
に

お
い
て
議
員
の
４
分
の
３

８月27日に開かれた議員研修

勢
せ

籏
はた

氏講師に議員研修会開く
「年２回は一般質問を！」

第４回議会活性化サポート事業

以
上
の
賛
成
に
よ
り
長
を

不
信
任
議
決
で
き
る
」
。

道
内
で
は
、
弟
子
屈
町
議

会
が
平
成
12
年
に
町
長
不

信
任
議
決
し
て
い
る
。

❷
議
員
の
職
務

　
地
方
議
会
の
役
割
や
議

員
の
職
務
な
ど
従
前
は
法

律
上
に
明
確
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
令
和
５
年

４
月
、
同
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
議
員
の
役
割
な

ど
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　
背
景
に
は
、
全
国
議
長

会
で
構
成
し
て
い
る
「
三

議
長
会
」
で
議
会
の
位
置

付
け
等
の
明
確
化
を
図
る

よ
う
、
同
法
改
正
を
求
め

る
答
申
を
令
和
４
年
12
月

決
定
、
提
出
し
た
経
緯
が

あ
る
。❸

議
員
の
発
言

　
質
問
と
質
疑
は
違
う
。

　
質
問
は
、
議
員
が
執
行

機
関
に
対
し
、
町
村
の
事

務
に
つ
い
て
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
の
事
実
ま

た
は
所
信
を
正
す
こ
と
。

　
質
疑
は
、
議
題
と
な
っ

た
事
件
に
対
し
、
議
員
が

疑
問
点
を
解
明
す
る
手
段

と
し
て
行
う
も
の
。

❹
一
般
質
問

　
一
般
質
問
の
基
本
定
義

は
、
そ
の
自
治
体
の
行
政

一
般
に
対
し
て
事
務
執
行

の
状
況
や
方
針
を
質
問
す

る
こ
と
。
議
会
の
行
政
監

視
機
能
や
政
策
立
案
機
能

を
高
め
ら
れ
る
。

　
一
般
質
問
の
延
人
数
は
、

令
和
４
年
の
全
道
町
村
平

均
18
・
２
人
、
標
津
町
は

15
・
０
人
と
低
調
。
も
っ

と
頑
張
る
こ
と
。

　
一
般
質
問
は
、
住
民
か

ら
選
ば
れ
た
議
員
と
し
て

の
一
番
メ
イ
ン
な
仕
事
。

年
１
回
も
質
問
し
て
い
な

い
議
員
は
、
「
何
も
し
て

い
な
い
」
と
思
わ
れ
て
し

ま
う
。
年
４
回
の
定
例
会

の
内
、
年
２
回
は
質
問
す

べ
き
。
２
年
で
少
な
く
て

も
３
回
を
目
指
す
べ
き
。

一
般
質
問
を
事
前
に
住
民

に
周
知
・
予
告
す
る
取
り

組
み
も
必
要
か
。

　
質
問
材
料
は
、
任
期
４

年
間
に
掲
げ
た
目
標
や
抱

負
に
い
く
ら
で
も
あ
る
。

良
い
答
弁
を
も
ら
う
に
は
、

良
い
質
問
を
す
る
こ
と
。

一般質問の重要性を訴える勢籏講師
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総務 経済

◆総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の
　委員会活動の報告をします

常任委員会の動き常任委員会の動き総務経済常任委員会

●①
千
歳
さ
け
ま
す
事
業
所

　
こ
の
事
業
所
は
さ
け
ま

す
類
に
関
す
る
研
究
開
発

や
増
殖
団
体
へ
の
技
術
普

及
を
行
っ
て
い
る
事
業
所

で
あ
り
、
当
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
さ
け
定
置
漁
業

と
の
関
連
深
い
事
業
所
で

あ
る
。

　
近
年
の
海
水
温
の
上
昇

に
よ
り
稚
魚
放
流
の
適
期

が
非
常
に
シ
ビ
ア
な
事
、

回
帰
時
の
高
い
海
水
温
な

ど
多
々
課
題
が
あ
る
と
説

明
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
同
敷
地
内
に

あ
る
「
千
歳
さ
け
ま
す
の

森
さ
け
ま
す
情
報
館
」
を

視
察
。
こ
の
情
報
館
で
は

ふ
化
放
流
の
歴
史
や
卵
か

ら
放
流
ま
で
の
一
連
の
流

れ
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
実

際
の
ふ
化
施
設
で
展
示
さ

れ
、
ふ
化
放
流
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
変
素

晴
ら
し
い
施
設
で
あ
っ
た
。

●②�

道
の
駅

　「
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」

　
千
歳
市
の
国
道
３
３
７

号
線
沿
い
に
あ
る
道
の
駅

で
平
成
17
年
に
オ
ー
プ

ン
し
、
令
和
５
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
さ
れ

た
。
従
来
の
観
光
目
的
な

道
の
駅
と
違
い
、
地
元
の

方
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
的
な
利
用
が
あ
り
、
観

光
客
・
地
元
客
で
大
変

賑
っ
て
い
た
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
充
実

し
て
お
り
、
海
鮮
丼
、
ザ

ン
ギ
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
に

ぎ
り
専
門
店
な
ど
多
様
な

店
舗
が
入
っ
て
お
り
、
季

節
の
野
菜
や
魚
の
切
り
身

で
の
販
売
な
ど
夏
季
冬
季

問
わ
ず
来
客
が
見
込
め
る

で
あ
ろ
う
施
設
で
あ
っ
た
。

●③
南
幌
町
議
会

　
南
幌
町
議
会
は
議
会
改

革
調
査
で
全
国
68
位
、
道

内
で
は
６
位
に
入
る
先
進

的
な
議
会
で
あ
る
。

　
側が

わ

瀬せ

議
長
を
は
じ
め
総

勢
10
名
の
委
員
、
職
員
の

皆
様
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、

南
幌
町
の
議
会
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　
南
幌
町
は
人
口
が
前
年

比
２
０
９
人
増
（
総
人
口

７
８
８
９
人
）
と
な
る
ほ

ど
移
住
定
住
促
進
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
南
幌
町
議
会
の
定
例
会

で
は
議
員
全
員
が
一
般
質

問
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

り
、
議
会
に
町
民
が
関
心

持
た
れ
る
よ
う
議
会
評
価

提
言
者
会
議
が
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
町
民
主
体
で
の

町
づ
く
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
役
場
庁
舎
内
も
近
年
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
、
エ
ア
コ

ン
設
備
の
導
入
、
各
課
へ

の
案
内
看
板
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
統
一
さ

れ
、
分
か
り
や
す
く
利
用

し
や
す
い
窓
口
・
ロ
ビ
ー

空
間
で
あ
っ
た
。

　
議
会
活
性
化
を
目
指
す

標
津
町
議
会
に
と
っ
て
は

規
範
と
な
る
事
項
が
多
々

あ
り
、
着
手
で
き
る
も
の

は
当
議
会
で
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

南幌町役場の
都市整備課の看板

南幌町議会の説明を受ける当委員会メンバー（後列）

【 道 内 行 政 視 察 】
７月３日、①千歳さけます事業所
②道の駅「サーモンパーク千歳」
③南幌町議会を視察しました。
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第
８
回
（
７
月
30
日
）

◆
建
設
水
道
課
よ
り
公
営

住
宅
の
今
後
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
担
当
職
員
よ
り

説
明

［
▼
質
問
▲
答
弁
●
説
明
■
意
見
］

◎
西
山
委
員
▼
外
国
人
労

働
者
の
入
居
は
、
条
例
改

正
で
可
能
と
な
る
の
か
。

▲
現
在
、
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
は
隔
た
り
な

く
審
査
し
正
規
の
手
続
き

を
し
て
い
く
。

◎
西
山
委
員
▼
入
居
時
の

所
得
制
限
に
関
し
て
。

▲
今
後
の
制
度
改
正
を
経

て
一
定
家
賃
と
し
て
考
え

て
い
く
。

◎
藤
本
委
員
長
▼
公
住
で

の
カ
ビ
対
策
は

▲
入
居
者
の
実
体
を
把
握

し
て
い
き
た
い
。

◆
高
齢
者
の
移
動
手
段
に

つ
い
て
議
会
事
務
局
よ
り

 

第
９
回
（
８
月
27
日
）

◆
標
津
病
院
よ
り
夜
間
診

療
受
付
時
間
の
変
更
説
明

◎
藤
本
委
員
長
▼
利
用
人

数
と
時
間
変
更
に
関
し
て

の
理
由
は
。

▲
夜
間
診
療
は
多
い
時
で

30
名
超
。
診
察
時
間
が
遅

く
な
り
薬
局
も
終
了
時
間

が
遅
く
な
る
。
働
き
方
改

革
に
よ
り
勤
務
時
間
に
限

り
が
あ
る
。
今
回
の
措
置

は
病
院
と
院
外
薬
局
も
含

ん
だ
調
整
に
よ
る
。

◎
藤
本
委
員
長
▼
土
日
や

時
間
外
診
療
に
お
い
て
の

急
患
の
扱
い
に
つ
い
て
。

▲
医
師
、
看
護
師
が
電
話

で
対
応
し
て
い
る
。
緊
急

性
の
状
況
に
応
じ
対
応
し

て
い
る
。

◎
藤
本
委
員
長
■
急
患
な

の
に
断
ら
れ
た
、
中
標
津

病
院
を
受
診
し
た
い
と

言
っ
て
も
受
付
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
話
も
聞
く
。

町
民
に
安
心
感
を
与
え
る

上
か
ら
も
、急
患
に
は
し
っ

か
り
対
応
し
て
欲
し
い
。

説
明
。（
現
組
織
で
検
討

し
て
い
る
が
、
具
現
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
。）

◎
藤
本
委
員
長
●
デ
マ
ン

ド
バ
ス
は
、
７
月
時
視
点

で
利
用
が
無
い
状
態
。
担

当
課
が
地
域
に
出
向
き
利

用
促
進
の
お
願
い
中
。

◎
山
崎（
英
）副
委
員
長
●

町
内
の
事
業
者
と
の
関
係

も
あ
り
慎
重
に
色
々
な
角

度
か
ら
担
当
課
が
進
め
て

い
る
。

◎
畑
中
委
員
■
社
協
は
高

齢
者
等
の
生
活
課
題
が
一

番
の
事
業
計
画
。
社
協
の

ワ
ゴ
ン
車
を
使
っ
て
の
実

施
が
近
道
と
考
え
る
。

◎
石
橋
委
員
■
町
独
自
で

担
当
職
員
を
配
置
し
て
運

営
す
る
事
も
可
能
で
は
な

い
か
。
た
だ
し
既
存
事
業

者
と
の
運
行
に
対
し
て
の

検
討
も
必
要
。

 

第
10
回
（
９
月
10
日
）

◆
教
育
委
員
会
よ
り
町
小

中
学
校
体
育
施
設
整
備
検

討
委
員
会
の
進
捗
状
況
お

よ
び
標
津
高
校
全
国
募
集

の
説
明

◎
山
崎（
英
）副
委
員
長
▼

計
画
図
面
上
に
道
路
の
記

述
が
あ
る
が
新
設
す
る
の

か
。

▲
施
設
の
建
設
に
伴
い
既

存
道
路
と
結
ぶ
よ
う
計
画

し
て
い
る
。

◎
藤
本
委
員
長
▼
こ
の
計

画
は
長
い
期
間
で
検
討
さ

れ
て
い
く
事
業
な
た
め
検

討
委
員
会
の
方
々
と
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

▲
東
京
、
大
阪
、
札
幌
で

の
標
津
高
校
説
明
会
に
は

60
名
超
の
生
徒
の
参
加
が

あ
っ
た
。
近
隣
町
村
か
ら

も
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
る
。
体
験
学
習
に
は
道

外
か
ら
６
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

◆
建
設
水
道
課
よ
り
公
営

住
宅
の
今
後
の
仕
様
に
つ

い
て
の
説
明
（
継
続
）

◎
石
橋
委
員
▼
入
居
緩
和

に
向
け
た
国
交
大
臣
へ
の

承
認
申
請
は
。

▲
方
向
性
が
決
ま
り
、
今

後
働
き
か
け
て
い
く
。

◎
藤
本
委
員
長
▼
入
居
者

に
対
し
て
住
み
心
地
や
不

便
な
点
の
聞
き
取
り
は
。

▲
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
不
便
な
点
の
改
善

指
針
と
し
た
い
。

◆
高
齢
者
の
移
動
手
段

◎
石
橋
委
員
■
現
状
、
週

二
回
の
運
行
日
に
利
用
者

が
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
小
回
り
の
利
く
方
法

が
必
要
。

◎
数
間
委
員
■
川
北
に
美

容
室
が
無
く
標
津
に
行
く

時
間
帯
か
ら
馴
染
み
に
く

い
。
時
間
帯
の
要
検
討
。

◎
西
山
委
員
■
他
地
区
の

状
況
も
把
握
し
な
が
ら
当

町
に
あ
っ
た
手
段
を
探
す

事
が
必
要
。

◎
山
崎（
英
）副
委
員
長
■

当
町
の
状
況
に
合
う
模
範

と
な
る
先
進
地
の
方
法
の

検
討
が
必
要
。

文
教
福
祉
建
設

常
任
委
員
会

文
教
福
祉
建
設

★
第
８
回
～
第
10
回
の
委
員
会
に

於
け
る
委
員
と
所
管
職
員
と
の
問

答
を
抽
出
し
て
報
告
し
ま
す
。
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▽
町
の
基
幹
産
業
と
い
わ

れ
て
き
た
サ
ケ
定
置
漁
業

が
低
迷
し
一
体
何
年
経
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
年
々
下

が
る
水
揚
げ
に
こ
れ
以
上

水
揚
げ
が
下
が
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
毎
年
そ
の
希
望
的
観

測
は
打
ち
破
ら
れ
、
鬱う
っ

屈く
つ

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

▽
新
聞
で
は
サ
ケ
は
ベ
ー

リ
ン
グ
海
で
カ
ラ
フ
ト
マ

ス
と
の
「
種
間
競
争
」
に

負
け
て
生
き
残
れ
な
い
と

い
う
研
究
発
表
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
勝
者
で
あ

る
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
さ
え
も

近
年
全
く
獲
れ
ま
せ
ん
。

▽一方
で
今
年
は
サ
ン
マ
が

５
年
ぶ
り
の
豊
漁
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
、
標
津
の
サ
ケ

豊
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
け

る
の
は
い
つ
の
事
か
。

（
西
山　
易
男
）

　
士
別
市
か
ら
異
動
と
な
り

今
年
四
月
よ
り
標
津
中
学
校

で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
干
場

慎
也
と
申
し
ま
す
。
本
題
に

入
る
前
に
自
己
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
札
幌
市

の
三
十
七
歳
（
間
も
な
く

三
十
八
歳
に
な
り
ま
す
）
で

す
。
趣
味
は
将
棋
（
初
段
程

度
）
で
す
。
特
技
は
ど
こ
で

も
寝
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
大

学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
紋
別

市
か
ら
は
じ
ま
り
、
礼
文

町
、
恵
庭
市
、
札
幌
市
、
え

り
も
町
、
小
清
水
町
、
せ
た

な
町
、
仁
木
町
、
平
取
町
、

苫
小
牧
市
、
士
別
市
で
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

関
す
る
問
題
を
北
海
道
の
教

員
と
し
て
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
教
育
す
る
た
め
に

根
室
管
内
に
行
っ
て
本
格
的

に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
眼
前
の
子
ど
も

た
ち
に
は
毎
年
の
よ
う
に
北

方
領
土
の
授
業
を
す
る
こ
と

こ
の
度
か
ね
て
よ
り
希
望
し

て
い
た
根
室
管
内
に
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
勤
務
校
で

は
、
陸
上
部
、
社
会
科
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
本
題
で
す
。
十
年
ほ

ど
前
に
あ
る
勉
強
会
に
参
加

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
北

方
領
土
が
ど
の
よ
う
に
ソ
連

に
支
配
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
日
本
の
領
土
で
あ
る
と

い
う
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
社
会

科
の
教
員
と
し
て
恥
ず
か
し

な
が
ら
初
め
て
知
り
、
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
北
方
領
土
に

は
で
き
て
も
、
根
室
管
内
に
行

く
機
会
が
な
い
ま
ま
年
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
前
任
校
の
校
長
先

生
と
面
談
し
て
い
た
と
き
に
機

会
は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。

異
動
す
る
と
し
た
ら
ど
こ
が
い

い
と
聞
か
れ
、
「
根
室
管
内
ま

た
は
釧
路
管
内
に
行
き
た
い
で

す
！
」
と
即
答
し
、
先
述
し
た

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
に
標
津
町
に
赴
任

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
希
望
が

叶
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
日

に
町
内
で
行
な
わ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
写

真
）
で
は
島
民
で
あ
っ
た
福
澤

さ
ん
を
は
じ
め
様
々
な
方
と
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
繋
が

り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教
員
と

い
う
立
場
で
北
方
領
土
問
題
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

寄稿

北
方
領
土
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て

北
方
領
土
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て

標
津
中
学
校
教
諭
　
干ほ
し

　
場ば

　
慎し

ん

　
也や

大学生と元島民関係者とのワークショップ


